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【主催】 宮津天橋高等学校フィールド探究部 

「小さな自然再⽣」研究会 ／ ⽇本河川・流域再⽣ネットワーク 

【協⼒】京都府丹後⼟⽊事務所、宮津市教育委員会、公益財団法人リバーフロント研究所 

座学研修 水槽展示 ⽵蛇籠製作実習 意⾒交換会

公益財団法人河川財団による河川基⾦の助成を受けています。 
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「小さな自然再⽣」現地研修会（第 16 回） 

開催報告 

2022 年 12 月 11 日（日） 京都府宮津市・大手川 

はじめに 

2022 年 12 月 11 日（日）に、第 16 回「小さな自然再生」現地研修会を京都府宮津市の

大手川にて開催致しました。 

午後に予定されていた大手川での参加者によるフィールド活動は残念ながら悪天候により

中⽌となりましたが、室内での意⾒交換会を通じて、活動の主役となる宮津天橋⾼校フィー

ルド探究部が地域と協働で小さな自然再生を取組んでいくための課題やノウハウを参加者で

共有しました。 

この開催報告は、研修会の参加者とともに学び議論した内容の一部を、当日の写真を中心

に皆様にご紹介するものです。 

本研修に協⼒頂きました関係者各位に厚く御礼申し上げます。 

 

2023 年 3 月 

日本河川・流域再生ネットワーク(JRRN) 
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開催概要 

 開催日時︓ 2022 年 12 月 11 日（日） 9︓00〜16︓00 

 開催場所︓ 京都府宮津市 <京都府⽴宮津天橋⾼等学校 宮津学舎＞ 

 参加者︓  53 名 

 主 催︓ 宮津天橋⾼等学校フィールド探究部、「小さな自然再生」研究会 

日本河川・流域再生ネットワーク 

 協 ⼒︓ 京都府丹後⼟⽊事務所、宮津市教育委員会 

公益財団法人リバーフロント研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
（9:00-12:30） 小さな自然再生でできることを考える座学研修 

・ 開会挨拶・趣旨説明 

・ 水と⼟砂がつくる川の地形〜水の⼒を活かすバーブ⼯ 

     （原⽥守啓︓岐⾩大学流域圏科学研究センター） 

・モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と水域連続性の再生 

     （⼭下慎吾︓⿂⼭研） 

・フナ類の生息環境について 

     （⽩尾豪宏︓公益財団法人リバーフロント研究所） 

・⽵蛇籠製作実習（⼭下慎吾︓同上） 

 

（12:30〜13:30）  昼食 

 

（13:30〜16:00）  大手川の未来をテーマに意⾒交換 

   

（16:00）  閉会 
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開会挨拶 

 

 

主催メンバーを代表して、開会視察として、宮津天橋高等学校フィールド探究部の荒木さんよ

り、本研修会の趣旨等についてご説明頂きました。 
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座学研修（午前） 

  

 

 

 

  

⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯ 

（原⽥守啓︓岐⾩⼤学流域圏科学研究センター） 
 水と土砂がつくる川の地形 

 川幅を拡げられない中小河川での工夫 

 大手川の特徴を⾒てみよう 

 2022 年夏の大手川でのバーブ工の⾒試し 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-1」を参照 
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モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣ 

（⼭下慎吾︓⿂⼭研） 
 モウソウチクを用いた⽵蛇籠魚道開発の背景 

 テナガエビ属 2 種の保全を考える 

 ⽵蛇籠魚道の開発 

 結果〜水域連続性の再生 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-2」を参照 
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フナ類の⽣息環境について 

（⽩尾豪宏︓公益財団法⼈リバーフロント研究所） 
 日本産フナ類の分類と氾濫原環境での進化 

 氾濫原の今昔とその保全 

 氾濫原環境再生の取組み 

 氾濫原環境再生の先に⾒えるもの 

⇒ 講演資料は巻末「参考資料 1-3」を参照 
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⽵蛇籠製作実習（午前） 

  

 

 

 

 
クラフトバンドでの⽵蛇籠 1/10 スケールモデルづくり（⼭下慎吾︓⿂⼭研） 
宮津天橋⾼等学校フィールド探究部と地域の方々で取組める小さな自然再生の手法の

一つとして、⽵蛇籠の製作方法を 1/10 スケールの模型作りで習得しました。 

⇒ 説明資料は巻末「参考資料 1-2」後半部を参照 



 8 

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

16
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

3/
3 

意⾒交換（午後） 

テーマ︓「大手川の未来を考える」 
 

午前の座学では、大手川に自然と親しむ空間を増やしていくために小さな自然再生でできることについて

計 3 題の話題を各専門家よりご提供頂くとともに、魚道や魚の棲み処となる⽵蛇籠の 1/10 スケールモデ

ルの試作に取組みました。 

この午前の学びを踏まえ、午後は宮津天橋高等学校フィールド探究部が進⾏役となり、高校生、地域

住⺠、河川管理者、教育関係者、研究者、技術者等の多様な⽴場の方々が参加し、大手川の未来に

ついての意⾒交換を⾏いました。 

 

 

 

 
 

 

 

午後の意⾒交換会の様⼦
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＜主な意⾒を紹介します＞ 

 

大手川での取組みにはどんな意義がある︖ 

 バーブ工の設置などで環境改善の働きかけを⾏っても、砂で埋まるなどが起きるだろう。しかし、色々な試
⾏錯誤していく中で、川の自然の営みを学び、望ましい環境にしていくためにどんな取組を効果的、効果的
に実施できるかの答えも⾒えてくる。 

 草刈りなどの重労働の⾒返りは何かを考えた時、地元の風景を守っていく、よい環境を守っていくという動
機があるだろう。一方で、洪水を防ぐために河川改修を繰り返し川幅が大きくなればなるほど、草刈りや堆
積土砂撤去などの維持管理が必要なエリアも広がっていく現状がある。この維持管理の労⼒を最小にする
には、川の⼒を利⽤した維持管理手法を⾒出すことが重要であり、上記の試⾏錯誤にはそうした意義があ
る。 

 他河川の事例だが、地域住⺠による草刈りの動機として①子どもたちの遊び場を創ってあげたい、②草を
刈っておくと土砂堆積が抑制されるという治水効果の二点があった。草刈りの延⻑で川と関わる中で、大
人と子供、学校の授業での川遊びなど川でのプログラムが展開され、地域が盛り上がり、河川を管理する
⾏政も支援するようになった。日々の暮らしのために必要と思った人が必要なことを担っている地域もある。 

 草刈りを⾏う⽴場では、やはり「美しい景観を保ちたい」「住んで気持ちのいい地域をつくりたい」という動機
がある。現在の改修された川ではなかなか川に入ることができないが、いくつかの場所では川に入ることがで
きる親水施設があるので、子どもたちが川遊びをできるような環境を創っていきたいとも考えている。子どもた
ちに川に入ってもらい、川の大事さや自然の魅⼒を知って欲しいと考えている。 

 この研修会に参加し、川を大切にしようと考え⾏動されている方が多いことに感動した。ふるさとの環境を守
り次の世代に継承したいとの思いで草刈りなどをされていると思う。山の人、川の人、海の人が一緒に学ぶ、
⾏動する機会がこれまで無かったので、この山〜川〜海を繋いでいく役割がフィールド探究部に求められて
いるかもしれない。そうしたところにも活動の意義があるのではないか。 

 教育的な価値では、ローカルな視点とグローバルな視点の両方が必要な中で、自分が暮らす地域をしっか
り知る視点は大事であり、その意味で大手川の活動の意義がある。 

 地域づくりに必要なのは「勢い」であり、それがあるのが高校生ではないか。ここから何かが変わる、地域が
良い方向に変わるのではという可能性を感じるからこそこれだけのプロが集まっているのではないか。 

 

希少種の保護、生物多様性の保全は何故必要︖ 

 守るべき環境、目指していくべき環境の指標としての絶滅危惧種がある。生物多様性を守るのは、人にと
ってメリットが云々というよりは、その生物が現時点でどのような価値があるか解明されていない中で、今いる
生物を滅ぼしてはいけない、残していこうというのが一般的な考え方と言える。 

 希少種は生物多様性の指標で、例えば⾶⾏機で言えば一つのリベットと考えられる。一つのリベットが無く
なっても⾶⾏機は⾶べるが、複数のリベットを失うと⾶⾏機は⾶べなくなる。どれだけのリベットを失うと⾶⾏
機が墜落するかは未解明だが、リベットを失ってからでは遅いので、一つ一つのリベットを大切にするという考
え方がベースにある。 

 生物は希少種に限らず減っている。川に恵みと恐れの両方の感覚を持っている地域は上手に付き合ってい
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るが、川の恵みが少ないところは川と距離があり、防災⼒が弱いなどの間接的な原因となっている場合もあ
る。多様な種がいる川は恵みが豊かであり、生き物がたくさんいる川の方がワクワクして、川とのつながりが深
まるという考え方もあるのではないか。 

 

大手川の治水と環境の関係は︖ 

 平成 16 年 10 月の台風 23 号で大規模な浸水被害を受け、激特事業として大手川の河川改修が始
まった。被害を受けた地元住⺠からは「治水（＝安全な川に）」の要望が高かったが、治水のみならず、
自然環境に対する配慮を地域住⺠との意思疎通を図りながら（ワークショップを開催しながら）進めた経
緯が大手川にはある。 

 当時の設計思想を配慮指針として取りまとめたが、その思想をきちんと継承した川づくりや活動を展開して
いくことが大切。 

 川に親しんで頂けるように 200ｍ程度に一ヶ所は階段があり、親水公園にスロープを設置するなど、河川
改修時に工夫しているので、河川改修前の地域と川の関りを再び取り戻すにはそうした場所を活⽤できる
のではないか。 

 河川管理者としては、治水をしっかり⾏うことを前提に、京都府の府⺠公募型事業の様に地域の要望を
丁寧に伺いながら大手川の川づくりを進めていきたいと考えている。河川管理者が気づかないきめ細かい部
分を地域の方々から意⾒を伺いながら取組んでいきたいと考えている。 

 

 

 

宮津天橋⾼等学校フィールド探究部による大手川の生き物展示 
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研修会参加者の声（アンケート結果） 
 

 自分の知らないことや知りたかった⿂道の事などを知れていい勉強をする機会になった。 

 専門家の方や地元の方が参加されていていろいろな⽴場の観点からお話を聞くことがで

きて大変勉強になりました。また宮地⾼校の皆さんの準備も素晴らしいと思いました。 

 これだけ環境が悪くなっているとは思わなかった。非常に参考になったことと、自分達

で出来ることがあることに気づいた。 

 今いる⿂たち、キレイな水も、当たり前に、いつまでも続くものではないので、後世の

⼦ども達も巻き込んで地元の自然環境を学び、守るワークショップなどを通じて、大人

も⼦どもも自ら考え守りたい気持ちを大切にしていきたいと思いました。 

 専門家ならではの詳しい話を聞けてよかった。 

 昔の体験や実際の調査結果などの様々な意⾒を聞けて⾯⽩かったです。 

 川のことを詳しく知れてよかった。 

 勉強になりました。特に、⾏政の動かし方。元担当として改めて勉強になりました。 

 大手川をテーマに多方⾯から川について学べて、改めて川の魅⼒に気づくことができま

した。フナやテナガエビの生態について専門家からしっかりとお話を伺う機会が得られ

たことも嬉しかったです。 

 大手川の特徴から生物をいかに守って⾏く方法について学ばせていただきました。 

 自然体験活動として小中学生と一緒に出来るような活動もありかなと思ったところです。 

 専門家の方々から、川や⽵蛇籠についての話を聞き、多くの知識を貯めることができた。 

 大手川の特徴やバーブ⼯法以外の⽵蛇籠のような生物多様性を実現する方法が聞けて良

かったです。 

 フィールド探究部がしっかり調査を蓄積して専門家と議論をしていることは大変良いな

と思いました。個人的には⽵蛇籠の⿂道の取り組みに感動しました。 

 個人的な感想ですが、私自身が育った場所は地区内に川も⽥んぼもなく、生き物の環境

保全であったりを身近に感じてはいませんでした。ですが、身近に川も⽥んぼも⼭も海

もあり、大切にしなければならないという想いをもつこと、小さな⾏動にでも動いてい

くこと、しっかりと考えていかなければと改めて感じました。 

 改めて大手川を再認識する良い機会となりました。 

 大手川をフィールドとしたこの取組を通じ、多くの人が繋がっていくことを期待します。

フィールド探究部の皆様、今後も引き続き活動をがんばってください。 
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 フィー探の皆さんと地元の方の熱意に、様々な分野の専門家とのやり取りの中で、どん

どん大手川を取り巻く環境が明らかになっていき、次に取組むべき事項が⾒えてきたの

が、とても楽しく⾯⽩かったです。また、⽵蛇籠作りは 7 本目の紐の扱いが難しかった

です…。 

 司会進⾏が素晴らしかったです。荒⽊くん上手すぎました、脱帽です。 

 特に午後からの意⾒交換は、⾊々な人からの話が聞けて、非常に興味深かったです。 

 今まで何度か小さな自然再生の場に関わってきたつもりですが、まだまだ知らないこと

やハッとさせられることがあって、今日もどの話もとても⾯⽩かったです。 

 ⽵蛇籠は、こんな機会じゃないと作れないし教えて貰えて良かったです。予想以上に難

しくて、皆が夢中になってるところを⾒ると、プログラムとしてとても良かったと思い

ます。楽しかったです。 

 「川の小さな自然再生」を考える上で、実際にやってみて分かることや、生き物、流域、

周囲の環境など様々なスケールで分析しなければいけないことに気づきました。 

 ⿂道づくりの話は興味深く聴きました。地元河川「大手川」で活動されている宮津天橋

⾼校フィールド探究部の方々には心強く、感謝の気持ちです。 

 様々な世代が集まり、大手川を考える機会が持てて良かったです。 

 超豪華メンバーが楽しんで参加している。この企画が楽しいこと、有意義なことに気付

いている。この企画は継続してほしい。地元（ベテラン〜⾼校生）、学識者、⾏政

（府・市）が協働した"川づくり"も良い。加えてまちづくり、港づくり、⼭づくりバー

ジョンもできないか（宮津の活性化につなげてほしい） 

 フィー探の皆さんがしっかりされていて驚きました。周囲の大人の皆さんのサポートも

良いのだと想像します。川については身近な川ではないですが良い勉強になりましたし、

河道だけにとどまらず、地形、地質、水⽥、まち、⼭と全体に通じるテーマのために、

幅広く社会とつながれるものだと感じました。 

 参加者が多層でいい研究会でした。 

 大手川の研究ありがたい。特に地質（花崗岩とかんらん岩）の研究を究明していただき

たい。 

 先生方、地元の方の話の場を楽しく聴かせていただき、ありがたく思います。 
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研修会企画メンバーからのメッセージ 

自然再⽣研修会は、高校⽣に何をもたらしたか 

筑波大学人間総合科学学術院 博士後期課程研究生 安部拓輝 

滋賀県大津市に住む私は毎日新聞大阪本社で記者をしながら筑波大の大学院で教育学の研究を

しています。フィールド探究部（フィー探）の生徒と協働探究実践を始めたのは 2021 年６月。

⾼校近くを流れる大手川を⼊り⼝に自治体の財政難や川づくりの方法へと視野を広げ、宮津市の

広報誌では添付※の特集も展開しました。最後の仕上げは 2022 年 12 月の自然再生研修会でし

た。（※広報誌︓P16 参照） 

生徒たちは３月に卒業し、間伐材の活⽤や観光地域づくりの実装など、活動を通じて養った興

味関心を伸ばす道へと進学していきます。その中で、大手川探究に挑んだ卒業生が先月、「相談

したいことがある」と⾼速バスに乗って宮津から訪ねてきました。彼は水産学部に進学します。

私への質問は「将来は⼭、川、海をサカナでつなげる仕事がしたい。先をゆく社会人の先輩を紹

介してくれないか」という内容でした。もう一人、研修会で司会を務めた生徒も訪ねてきました。

彼はギターを造る専門学校に進みますが「僕は⼦どもたちに自然の楽しさを伝えていける大人に

なりたい」と話していました。彼は⿂を獲って遊ぶだけではなく、川に仰向けで浮かび、脱⼒し

て川に身を任せて流れ下る遊びを創り出しました。２年間、大手川に育ててもらった「川ガキ」

として、その恩を次の世代へ返していきたいという思いが背景にあるのです。 

フィー探に⼊るくらいだから、みんな生き物や自然に興味があります。進路も変わっていくで

しょう。しかし、彼らの語りから分かるように、自然再生研修会で全国から集った講師の皆さん

や応援隊の方々がロールモデルとなって⾼校生の中に新たな社会人像を創り出していることは確

かです。これは、学校で受験勉強をしているだけでは形成されません。部活動で同じコーチや顧

問から指導を受けているだけでは⾒えてこない。生徒による自然再生研修会は川づくりの技能習

得にとどまらず、生徒たちに「こんな⾯⽩い大人たちもいるんだ︕」という気づきを与えて自⼰

形成の機会にもなっているのです。後輩たちも刺激を受けて生き物調査を続けています。今年は、

大手川における「絶滅」が危惧されるフナたちを守り育てるチャレンジが始まりそうです。研修

会に参加した地区では夏にアユつかみをしながら川づくりに取り組んでみようという企画を検討

中です。 
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過疎地の学校教育に新たな可能性 

いま学校教育は「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、社会人との協働を求めています。

研修会は生徒たちの川探究を進化させ、大手川の流域に住む人たちに新たな知恵を届けています。

自治会の中にはいろんな考え方の人がいます。同じ方向を向いて動き出すのには時間がかかりま

すが、研修会によって生徒たちをハブとして上流の住⺠から海で操業する漁師さんまで顔でつな

がる糸⼝が⾒えました。「川を手⼊れして⿂を増やすのは⾯⽩いけど、地元のおっちゃんたちと

仲良くなっておっちゃんたちの⾔うことやることが変わっていくのはもっと楽しい」。そんなこ

とを⾔い出す生徒も出てきました。 

このように、大手川での小さな自然再生研修会は、学校教育に新たな可能性を生み出していま

す。研修会で蒔いた知恵の種がそれぞれの心の中で芽を吹いて、静かに伸びています。私は当初、

川の草刈りやバーブ⼯の造成などの取り組みが始まることを目標にしていましたが、それは間違

いでした。生徒たちは地域を構成するメンバーの一人として、川が好きな人に新しい考え方を届

けようとしています。川に興味がない人にもこちらを向いてもらう方法を試みています。川を⼊

り⼝にして、同じまちに住む人たちの意識を変えようとしている。彼らにしかできないことだと

思います。人⼝減少が進む過疎地の創生という意味でも重要で、川の手⼊れをみんなの楽しみに

変えていく方法を体現しようとしています。他人事ではなく、⾏政任せにするのではなく、自分

にできることを試みて、さらに学んで仲間を増やす取り組みは、社会教育や住⺠参画の新たなス

タイルとも⾔えそうです。 

丹後に大学はありません。⾼校卒業後、彼らの大半は地元を離れます。フィー探は「丹後を離

れる前に丹後に何かを残すこと」を目標にしています。川探究で得た手応えは生徒それぞれに違

いますが、活動を通して拓けた地平は、顧問の多々納先生や私だけでは決して⾒せてやることは

できなかった。研修会を⽴ち上げ、続けてこられた皆様がいなければ、この景⾊とは出会えませ

んでした。心から感謝するとともに、私の好きなまちで⾯⽩いことが始まろうとしていることを、

すごくうれしく思います。 

生徒たちや地域の方々が次なる一歩を踏み出す時には、ぜひまたご助⾔、ご支援くだされば幸

いです。私も多々納先生も「川ガキ」マインドは生徒に負けません。ワクワクする挑戦を一緒に

続けていきたいと思っています。 
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参考資料 1（座学研修の講義資料） 

【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（1/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（2/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（3/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（4/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（5/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（6/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（7/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（8/9） 
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【参考資料 1-1】 ⽔と⼟砂がつくる川の地形〜⽔の⼒を活かすバーブ⼯（9/9） 
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【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（1/7） 
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【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（2/7） 

 



 28

「
小

さ
な

自
然

再
生

」
現

地
研

修
会

（
第

16
回

）
開

催
報

告
 |

  2
02

3/
3 

【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（3/7） 
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【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（4/7） 
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【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（5/7） 
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【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（6/7） 
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【参考資料 1-2】 モウソウチクを⽤いた⽵蛇籠⿂道の開発と⽔域連続性の再⽣（7/7） 
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【参考資料 1-3】 フナ類の⽣息環境について（1/3） 
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【参考資料 1-3】 フナ類の⽣息環境について（2/3） 
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【参考資料 1-3】 フナ類の⽣息環境について（3/3） 
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参考資料 2（宮津天橋⾼等学校フィールド探究部 大手川探検隊の概要紹介） 
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参考資料 3－地元向け参加者募集チラシ（表⾯） 
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参考資料 3－地元向け参加者募集チラシ（裏⾯） 
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参考資料 4－参加者募集チラシ（表⾯） 
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参考資料 4－参加者募集チラシ（裏⾯） 
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